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各
地
の
定
住
促
進
策
の
取
り
組
み 

第
３
回 

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
か
ら 

第３回 地域シンクタンク・モニター調査結果から 

ピュアモルトクラブハウス（鹿追町） 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
は
、
総
合
的

な
労
働
政
策
研
究
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
よ

り
「
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
」
を

実
施
し
て
い
る
。 

 

本
制
度
は
、
地
域
に
軸
足
を
お
い
た
調
査

研
究
活
動
を
実
施
す
る
九
つ
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
（
組
織
名
は
文
末
参
照
）
か
ら
、
四
半
期

ご
と
に
雇
用
・
労
働
情
報
を
収
集
し
、
本
誌

上
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
す
る
も
の

だ
。
今
回
は
、
一
○
月
下
旬
に
回
答
い
た
だ

い
た
第
三
回
モ
ニ
タ
ー
結
果
か
ら
、
前
半
で

各
地
の
定
住
促
進
策
の
取
り
組
み
を
、
後
半

は
地
域
の
経
済
・
雇
用
情
勢
を
リ
ポ
ー
ト
す

る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

―
―
―
―
―
―
―
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―
―
―
―
―
―
―
―
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少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
各
地
の
自
治

体
で
は
、
都
市
住
民
の
誘
致
や
定
住
の
促
進

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
北
海
道
の
鹿
追
町
で

は
、
独
身
女
性
の
農
業
研
修
制
度
を
通
じ
た

定
住
促
進
策
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
佐
賀

県
の
玄
海
町
で
は
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め

の
条
例
を
制
定
し
移
住
者
に
一
○
○
万
円
を

支
給
す
る
な
ど
、
調
査
で
は
各
地
の
様
々
な

定
住
促
進
策
が
報
告
さ
れ
た
。
従
来
、
地
域

外
居
住
者
の
定
住
促
進
策
は
、
過
疎
地
向
け

の
対
策
だ
っ
た
が
、
少
子
高
齢
化
が
全
国
で

進
む
な
か
、
都
市
部
で
も
大
き
な
政
策
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。 

 

以
下
、
モ
ニ
タ
ー
か
ら
報
告
の
寄
せ
ら
れ

た
各
地
の
事
例
を
紹
介
す
る
。 

   

花
嫁
確
保

の
定
住
促
進
策 

 

北
の
大
地
・
北
海
道
か
ら
は
、
地
元
農
家

の
花
嫁
確
保
を
念
頭
に
置
い
た
ユ
ニ
ー
ク
な

定
住
促
進
策
が
報
告
さ
れ
た
。
リ
ポ
ー
ト
を

寄
せ
た
の
は
北
海
道
二
一
世
紀
総
合
研
究
所
。 

 

壮
大
な
十
勝
平
野
の
北
部
に
位
置
す
る
鹿

追
（
し
か
お
い
）
町
。
過
疎
化
が
進
み
、
農

業
の
後
継
者
不
足
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
同

町
で
は
、
独
身
女
性
を
対
象
と
す
る
農
業
後

継
者
の
育
成
策
を
打
ち
出
し
た
。
町
は
全
国

か
ら
就
農
希
望
者
を
募
集
。
面
接
等
で
選
考

し
、
合
格
し
た
人
は
、
研
修
生
専
用
宿
舎
に

入
居
し
、
「
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」

と
呼
ば
れ
る
産
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
農
業
体

験
研
修
に
入
る
。
平
成
一
○
年
か
ら
毎
年
一

○
人
程
度
受
け
入
れ
て
い
る
。
町
の
住
宅
補

助
制
度
の
効
果
も
あ
り
、
三
割
弱
が
町
内
に

定
住
。
若
年
女
性
人
口
の
増
加
に
成
功
し
た
。 
   

定
住
者

に
一
○
○
万
円
を
進
呈 

　
町
外
か
ら
の
移
住
者
に
一
世
帯
当
た
り
一

○
○
万
円
を
支
給
す
る
定
住
促
進
条
例
を
リ

ポ
ー
ト
し
た
の
は
九
州
経
済
調
査
協
会
。 

 

九
州
北
西
部
の
東
松
浦
半
島
中
央
部
に
位

置
す
る
佐
賀
県
玄
海
町
。
町
名
は
、
全
国
有

数
の
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
る
「
玄
界
灘
」
に

由
来
し
て
い
る
。
過
疎
化
が
進
む
同
町
で
は

今
年
四
月
、
「
定
住
促
進
奨
励
金
条
例
」
を

施
行
し
た
。 

　
町
外
在
住
者
が
、
住
宅
を
新
築
又
は
新
築

住
宅
を
取
得
し
、
転
入
す
る
場
合
、
一
世
帯

に
つ
き
一
○
○
万
円
を
支
給
。
更
に
世
帯
員

一
人
に
つ
き
一
○
万
円
を
加
算
す
る
。
ま
た
、

町
内
在
住
者
で
も
、
新
た
に
世
帯
を
構
成
す

る
た
め
住
宅
を
新
築
又
は
新
築
住
宅
を
購
入

す
る
場
合
に
は
、
町
外
者
同
様
一
○
○
万
円

を
支
給
す
る
。
四
月
か
ら
施
行
し
た
定
住
促

進
条
例
の
効
果
は
早
く
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

町
の
企
画
課
に
よ
る
と
、
四
月
の
施
行
以
来
、

電
話
な
ど
で
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、
す

で
に
二
世
帯
（
一
一
月
現
在
）
に
定
住
促
進

奨
励
金
が
支
給
さ
れ
た
。
佐
賀
県
玄
海
町
は
、

独
自
の
定
住
促
進
策
を
通
じ
て
「
豊
か
で
住

み
よ
い
魅
力
と
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
（
町

の
基
本
理
念
）
を
進
め
て
い
る
。 

   

移
住
者

が
定
住
促
進
の
担
い
手
に 

 

都
会
か
ら
の
定
住
者
が
、
新
た
に
移
住
す

る
人
た
ち
の
担
い
手
と
な
り
活
躍
し
て
い
る

事
例
を
紹
介
し
た
の
は
中
国
地
方
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
だ
。 

 

島
根
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
浜
田
市
の
右
隣

に
位
置
す
る
桜
江
（
さ
く
ら
え
）
町
。
面
積

の
八
七
％
が
林
野
で
占
め
ら
れ
、
町
の
中
心

部
を
中
国
地
方
最
大
の
河
川
「
江
の
川
」
が

貫
流
す
る
。
人
口
三
八
○
○
人
程
の
同
町
で

は
、
高
齢
・
過
疎
化
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。

九
○
年
代
当
時
、
町
の
産
業
課
長
を
し
て
い

た
釜
瀬
隆
司
さ
ん
は
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
生

産
年
齢
人
口
（
一
五
〜
六
五
歳
）
が
毎
年
四

○
人
近
く
減
り
続
け
る
」
と
危
機
感
を
覚
え

た
。
高
齢
化
に
よ
る
町
の
産
業
衰
退
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
都
会
か
ら
若
者
を
誘
致
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
た
。
町
は
、
定
住
促
進
住

宅
を
建
設
し
、
移
住
者
の
受
け
入
れ
態
勢
を

整
え
た
。
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
温
泉
観
光

施
設
や
福
祉
施
設
を
設
立
し
、
雇
用
も
創
出
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
全
国
へ
の
情
報

発
信
も
功
を
奏
し
、
こ
れ
ま
で
七
○
戸
・
一

六
○
人
弱
（
二
○
○
二
年
）
の
定
住
者
獲
得

に
成
功
し
た
。 

 

定
住
者
の
な
か
に
は
、
こ
れ
か
ら
移
住
す

る
人
た
ち
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
人
た

ち
が
生
ま
れ
て
き
た
。
福
岡
市
か
ら
移
住
し

た
古
野
俊
彦
さ
ん
は
一
九
九
六
年
、
地
元
特

産
の
桑
を
活
用
し
た
健
康
食
品
会
社
を
起
業

し
た
。
同
社
は
、
町
が
定
住
促
進
の
き
っ
か

け
作
り
と
し
て
行
う
「
産
業
体
験
事
業
」
の

希
望
者
受
け
入
れ
先
と
な
る
一
方
、
移
住
者

を
積
極
的
に
雇
用
す
る
な
ど
、
地
元
に
刺
激

を
与
え
て
い
る
。 

 

ま
た
、
地
元
の
民
間
会
社
が
企
画
す
る
「
田

舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
も
定
住
し
た
女
性
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地
域
の
経
済
・
雇
用
動
向 

第３回 地域シンクタンク・モニター調査結果から 

を
中
心
に
企
画
・
運
営
さ
れ
、
若
い
女
性
が

定
住
す
る
き
っ
か
け
作
り
を
し
て
い
る
。 

 
桜
江
町
で
は
、
都
会
か
ら
の
移
住
者
が
定

住
促
進
の
た
め
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る

好
循
環
が
生
ま
れ
、
今
や
定
住
者
は
ま
ち
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
（
注

　
桜
江
町
は
今
年
一
○
月
一
日
に
江
津
市
と

合
併
）
。 

   

都
市
部

に
定
住
促
進 

　
過
疎
地
が
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め

の
定
住
促
進
策
を
打
ち
出
す
一
方
、
地
方
の

都
市
部
で
は
中
心
部
へ
の
定
住
促
進
を
進
め

る
動
き
が
出
て
き
た
。 

 

金
沢
市
の
「
ま
ち
な
か
定
住
政
策
」
の
事

例
を
報
告
し
た
の
は
北
陸
経
済
研
究
所
。 

 

加
賀
百
万
石
の
文
化
や
歴
史
の
奥
行
き
が

実
感
で
き
る
石
川
県
金
沢
市
。
人
口
四
五
万

人
の
市
で
は
、
「
地
価
が
高
い
」
と
周
辺
市

町
村
に
住
宅
を
求
め
る
人
が
増
え
、
人
口
流

出
が
続
い
て
い
た
。
中
心
市
街
地
は
空
洞
化

が
進
み
、
ま
ち
の
活
力
が
低
下
。
地
域
に
活

気
を
取
り
戻
す
た
め
、
市
は
「
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
柱
の
一
つ

で
あ
る
「
ま
ち
な
か
定
住
促
進
策
」
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。 

 

定
住
促
進
の
対
象
と
な
る
地
域
は
、
Ｊ
Ｒ

北
陸
本
線
の
東
側
に
広
が
る
旧
城
下
町
地
区
。

こ
こ
を
「
ま
ち
な
か
区
域
」
と
定
め
、
住
宅
・

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
を
促
進
さ
せ
た
。
「
ま
ち

な
か
」
で
は
、
一
戸
建
て
建
築
に
対
し
て
借

入
金
の
一
○
％
（
上
限
額
は
二
○
○
万
円
）
、

高
耐
震
住
宅
な
ら
一
二
・
五
％
（
上
限
二
五

○
万
円
）
を
奨
励
金
と
し
て
交
付
。
融
資
で

は
な
い
の
で
、
返
還
す
る
必
要
は
な
い
。 

 

金
沢
市
は
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
向
上
の

た
め
、
定
住
促
進
だ
け
で
な
く
、
商
店
街
の

活
性
化
、
伝
統
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み

づ
く
り
、
「
ふ
ら
っ
と
バ
ス
」
な
ど
の
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
な
ど
、
中
心
街
で
の
生

活
向
上
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
る
。 

   

淡
路
島

に
「
高
齢
者
移
住
の
街
」 

 

自
治
体
主
導
の
定
住
促
進
策
が
多
い
な
か

、

民
間
資
本
が
地
域
の
定
住
促
進
策
を
リ
ー
ド

し
て
い
る
事
例
が
寄
せ
ら
れ
た
。
リ
ポ
ー
ト

し
た
の
は
関
西
社
会
経
済
研
究
所
。 

 

兵
庫
県
淡
路
島
は
、
気
候
が
温
暖
で
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
島
の
中
央
に
位

置
す
る
津
名
（
つ
な
）
町
で
は
、
地
元
で
ホ

テ
ル
を
経
営
す
る
民
間
企
業
が
、
日
本
初
の

高
齢
者
移
住
施
設
と
な
る
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
・

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
ビ
レ
ッ
ジ
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｖ
）

を
創
設
し
た
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
の
は
、

㈱
ハ
ン
デ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役
を
務
め
る
春
山
満

氏
。
大
阪
湾
に
面
し
た
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

広
大
な
敷
地
内
に
は
、
医
療
施
設
だ
け
で
な

く
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ

る
。
入
居
対
象
者
は
、
要
介
護
者
か
ら
自
立

者
ま
で
、
幅
広
い
高
齢
者
層
を
想
定
。
今
年

四
月
に
第
一
期
の
入
居
が
始
ま
り
、
一
四
○

○
人
の
高
齢
者
定
住
を
見
込
ん
で
い
る
。 

 

介
護
需
要
が
高
ま
る
な
か
、
気
候
に
恵
ま

れ
て
い
る
淡
路
島
の
各
自
治
体
で
は
、
介
護

事
業
を
地
域
活
性
化
の
前
面
に
押
し
出
す
気

運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
津
名
町
に
誕
生
し
た

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｖ
は
、
島
全
体
で
都
会
の
高
齢
者
定

住
を
促
進
す
る
呼
び
水
に
な
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。 

　
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
で

は
、
二
○
○
四
年
七
月
〜
九
月
期
と
、
一
○

月
〜
一
二
月
期
の
地
域
経
済
及
び
雇
用
情
勢

を
聞
い
た
。
七
〜
九
月
期
は
、
四
〜
六
月
期

と
比
較
し
「
好
転
」
「
や
や
好
転
」
「
横
ば

い
」
「
や
や
悪
化
」
「
悪
化
」
し
た
か
を
五

段
階
評
価
で
た
ず
ね
た
。
一
○
〜
一
二
月
期

も
同
様
に
七
〜
九
月
期
と
の
比
較
で
聞
い
た
。

そ
の
結
果
、
来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
の

地
域
経
済
を
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
見
通

し
を
示
し
た
の
は
北
陸
経
済
研
究
所
、
残
り

八
モ
ニ
タ
ー
は
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と

予
測
。
「
悪
化
」
、
「
や
や
悪
化
」
と
先
行

き
の
厳
し
さ
を
示
す
回
答
は
な
か
っ
た
。 

 

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
経
済
動
向
と
同
様

の
形
式
で
き
い
た
。
来
期
（
一
○
〜
一
二
月

期
）
の
雇
用
動
向
を
「
や
や
好
転
」
と
予
測

し
た
の
は
、
北
陸
・
四
国
・
九
州
の
三
モ
ニ

タ
ー
。
残
り
六
モ
ニ
タ
ー
は
「
横
ば
い
」
と

予
測
。
経
済
情
勢
同
様
に
「
悪
化
」
「
や
や

悪
化
」
は
な
か
っ
た
。 

 

今
回
の
調
査
で
、
景
気
・
雇
用
は
緩
や
か

な
が
ら
回
復
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
原
油
・

原
材
料
価
格
上
昇
か
ら
、
先
行
き
に
不
透
明

感
を
抱
い
て
い
る
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

以
下
、
今
期
（
七
〜
九
月
期
）
の
雇
用
情
勢

が
「
や
や
好
転
」
し
た
と
評
価
し
た
北
海
道

と
、
来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
の
雇
用
情

勢
が
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
見
通
し
を
示

し
た
北
陸
・
九
州
地
域
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。 

   

北
海
道
　
道
外
需
要

が
波
及 

　
北
海
道
の
地
域
経
済
は
、
一
次
産
品
や
観

光
、
公
共
事
業
な
ど
に
依
存
す
る
割
合
が
高

い
。
こ
れ
ま
で
本
州
の
製
造
業
が
主
導
す
る

景
気
回
復
効
果
は
、
北
海
道
に
及
び
に
く
い

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
き
て
、
よ

う
や
く
北
海
道
に
も
本
州
の
景
気
回
復
の
波

が
届
い
た
模
様
だ
。 

 

北
海
道
二
一
世
紀
総
合
研
究
所
は
、
七
〜

九
月
期
、
一
○
〜
一
二
月
期
の
経
済
動
向
を

と
も
に
「
横
ば
い
」
と
判
断
し
た
。
七
〜
九

月
期
に
つ
い
て
は
、
「
道
外
の
製
造
業
需
要

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
自
動
車
部
品
等
は
増

産
し
堅
調
に
推
移
し
た
一
方
、
道
の
基
幹
産

業
で
あ
る
建
設
業
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業

削
減
の
影
響
も
あ
り
、
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
で
、
台
風
に
よ
る
農
業
被
害
、
夏
季
観
光

客
数
の
伸
び
悩
み
」
な
ど
も
あ
り
、
全
体
と

し
て
は
前
期
と
比
較
し
「
横
ば
い
」
と
判
断

し
た
。 

 

来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
の
経
済
情
勢

も
「
横
ば
い
」
と
予
測
す
る
。
判
断
理
由
と

し
て
は
、
①
輸
送
用
機
械
を
中
心
に
製
造
業

で
引
き
続
き
好
調
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

原
油
価
格
高
騰
の
影
響
が
企
業
業
績
に
マ
イ

ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
出
て
き
た

②
公
共
事
業
も
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続

く
―
―
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
北
海
道

経
済
全
体
は
横
ば
い
か
、
や
や
厳
し
く
な
る

方
向
を
見
込
む
。 

 

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
七
〜
九
月
期
は

「
や
や
好
転
」
と
評
価
し
た
。
前
回
調
査
（
八

月
）
で
は
七
〜
九
月
期
を
「
横
ば
い
」
と
予

測
し
て
お
り
、
当
初
見
込
み
よ
り
雇
用
情
勢

が
改
善
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
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七
〜
九
月
期
が
「
や
や
好
転
」
し
た
理
由

と
し
て
、
①
正
社
員
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
も

の
の
、
製
造
業
や
流
通
分
野
を
中
心
に
パ
ー

ト
の
雇
用
増
加
が
目
立
っ
て
い
る
②
地
域
間

格
差
は
あ
る
も
の
有
効
求
人
倍
率
等
の
雇
用

関
連
指
標
も
好
調
に
推
移
し
て
い
る
―
―
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。 

 

来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
の
雇
用
情
勢

に
つ
い
て
は
「
横
ば
い
」
と
予
測
し
、
七
〜

九
月
期
の
評
価
（
「
や
や
好
転
」
）
か
ら
ト

ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
慎
重
な
見
方
を
示
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
「
輸
送
用
機
械
増
産
に

対
応
し
た
雇
用
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

雇
用
創
出
力
が
大
き
い
公
共
事
業
が
低
迷
、

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
観
光
関
連
産
業
の
落
ち
込

み
が
予
測
さ
れ
る
」
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た

う
え
で
、
前
年
同
期
と
比
較
す
れ
ば
良
好
で

あ
る
も
の
の
、
前
期
（
七
〜
九
月
期
）
と
の

比
較
で
は
横
ば
い
が
続
く
と
判
断
し
た
。 

   

北
陸
　
雇
用
・
経
済
「
や
や
好
転
」 

　
北
陸
地
域
は
、
製
造
業
比
率
が
高
い
地
域

だ
。
繊
維
、
医
薬
品
、
金
属
製
品
、
機
械
の

集
積
が
あ
り
、
近
年
は
バ
イ
オ
・
ナ
ノ
テ
ク

と
い
っ
た
新
し
い
分
野
も
進
展
し
て
い
る
。 

 

北
陸
地
域
の
経
済
動
向
を
、
今
期
（
七
〜

九
月
期
）
、
来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
と

も
「
や
や
好
転
」
と
評
価
し
た
の
は
北
陸
経

済
研
究
所
。 

 

七
〜
九
月
期
に
お
い
て
は
、
「
北
陸
経
済

全
体
は
、
引
き
続
き
着
実
に
回
復
し
て
い
る

が
テ
ン
ポ
が
鈍
っ
て
い
る
」
と
判
断
し
た
う

え
で
、
明
る
い
材
料
と
し
て
は
、
①
非
製
造

業
で
は
卸
、
小
売
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心

に
改
善
し
て
い
る
②
新
車
投
入
効
果
な
ど
に

よ
る
乗
用
車
販
売
、
デ
ジ
タ
ル
家
電
販
売
の

堅
調
さ
か
ら
個
人
消
費
は
持
ち
直
し
て
い
る

③
設
備
投
資
は
製
造
業
を
中
心
に
大
幅
増
加

し
て
い
る
④
輸
出
は
幾
分
鈍
化
し
て
い
る
が

増
加
基
調
を
継
続
し
て
い
る
―
―
こ
と
を
あ

げ
る
。
一
方
、
悲
観
的
材
料
と
し
て
、
①
製

造
業
で
は
繊
維
、
一
般
機
械
、
電
気
機
械
等

を
中
心
に
増
加
テ
ン
ポ
が
幾
分
鈍
化
し
て
い

る
②
公
共
投
資
は
前
年
を
幾
分
下
回
り
、
住

宅
投
資
は
低
水
準
で
横
ば
い
推
移
し
て
い
る

―
―
こ
と
な
ど
を
判
断
理
由
と
し
、
北
陸
地

域
の
七
〜
九
月
期
の
経
済
動
向
は
前
期
（
四

〜
六
月
期
）
と
比
較
し
「
や
や
好
転
」
し
た

と
評
価
す
る
。 

 

来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
に
つ
い
て
も

、

前
期
同
様
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
見
通
し

を
示
し
た
。
北
陸
経
済
は
「
引
き
続
き
回
復

基
調
に
あ
る
が
、
増
勢
テ
ン
ポ
は
緩
や
か
に

な
る
」
と
予
測
し
た
う
え
で
、
具
体
例
と
し

て
①
産
業
機
械
を
中
心
に
製
造
業
は
緩
や
か

な
増
加
を
予
測
。
非
製
造
業
の
改
善
テ
ン
ポ

も
緩
や
か
な
が
ら
持
続
が
見
込
ま
れ
る
②
個

人
消
費
も
緩
や
か
な
が
ら
持
ち
直
し
の
動
き

が
継
続
す
る
③
設
備
投
資
の
増
勢
基
調
は
変

わ
ら
ず
、
公
共
投
資
は
福
井
災
害
の
特
殊
要

因
も
あ
り
前
年
並
み
が
見
込
ま
れ
る
―
―
こ

と
を
指
摘
す
る
。 
 

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
七
〜
九
月
期
は

、

①
有
効
求
人
倍
率
が
七
月
（
一
・
○
五
倍
）
、

八
月
（
一
・
○
三
倍
）
と
も
に
一
倍
を
上
回

っ
た
②
常
用
雇
用
者
数
も
四
月
か
ら
七
月
ま

で
対
前
年
同
月
比
で
一
％
以
上
回
復
し
た
③

所
得
面
で
も
所
定
外
労
働
時
間
の
増
加
か
ら

名
目
賃
金
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
た

―
―
こ
と
を
指
摘
し
、
「
や
や
好
転
」
し
た

と
評
価
し
た
。 

 

来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
の
雇
用
情
勢

に
つ
い
て
も
前
期
同
様
に
「
や
や
好
転
」
と

明
る
い
予
測
を
示
し
た
。
判
断
理
由
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
①
製
造
業
・
非
製
造
業
の
景

況
感
か
ら
判
断
し
て
有
効
求
人
倍
率
は
引
き

続
き
一
・
○
倍
を
上
回
る
も
の
と
予
測
さ
れ

る
②
常
用
雇
用
者
数
も
対
前
年
比
プ
ラ
ス
で

推
移
す
る
と
思
わ
れ
る
③
所
得
面
で
は
所
定

外
労
働
時
間
の
増
加
な
ど
か
ら
名
目
賃
金
が

増
加
、
冬
季
賞
与
も
前
年
比
プ
ラ
ス
と
予
測

さ
れ
る
―
―
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。 

   

九
州
　
雇
用
が「
や
や
好
転
」 

　
九
州
地
域
の
七
〜
九
月
期
、
一
○
〜
一
二

月
期
の
経
済
情
勢
を
と
も
に
「
横
ば
い
」
と

判
断
し
た
の
は
九
州
経
済
調
査
協
会
。 
 

七
〜
九
月
期
は
、
①
九
州
経
済
調
査
協
会

が
実
施
す
る
九
州
地
域
景
気
総
合
指
数
で
、

八
月
が
一
○
八
・
一
（
前
月
比
一
・
○
％
増
）

と
改
善
し
た
も
の
の
、
九
月
が
一
○
七
・
七

（
前
月
比
○
・
四
％
減
）
と
減
少
に
転
じ
た

②
九
州
七
県
の
鉱
工
業
生
産
指
数
も
同
様
に

八
月（
前
月
比
一
・
五
％
増
）、
九
月
（
前
月

比
○
・
五
％
減
）
と
な
っ
た
―
―
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
、
「
横
ば
い
」
と
判
断
し
た
。 

 

一
○
〜
一
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
①
日
銀

短
観
（
九
月
）
の
業
況
判
断
予
測
Ｄ
Ｉ
が
マ

イ
ナ
ス
四
と
前
回
調
査
（
六
月
）
を
二
ポ
イ

ン
ト
下
回
っ
た
②
九
月
の
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ

ー
調
査
の
先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
も
、
四
九
・
六

ポ
イ
ン
ト
と
九
カ
月
ぶ
り
に
五
○
を
下
回
っ

た
―
―
こ
と
を
判
断
材
料
に
「
横
ば
い
」
と

予
測
す
る
。 

 
一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
七
〜
九

月
期
は
「
横
ば
い
」
と
判
断
し
な
が
ら
も
、

来
期
（
一
○
〜
一
二
月
期
）
は
「
や
や
好
転
」

と
判
断
を
引
き
上
げ
た
。 

 

七
〜
九
月
期
に
つ
い
て
は
、
明
る
い
材
料

と
し
て
、
「
九
州
七
県
の
倒
産
件
数
は
、
七

月
が
一
○
三
件
（
前
年
同
月
比
三
○
・
四
％

減
）
、
八
月
が
八
九
件
（
同
一
四
・
四
％
減
）

と
減
少
し
続
け
て
い
る
」
こ
と
を
あ
げ
た
。

一
方
、
悲
観
的
材
料
と
し
て
は
、
「
九
州
七

県
の
有
効
求
人
倍
率
（
パ
ー
ト
含
む
）
が
七

月
（
○
・
六
四
倍
）
ま
で
は
一
三
カ
月
連
続

で
増
加
し
て
い
た
が
、
八
月
は
○
・
六
三
倍

（
前
月
比
○
・
〇
一
ポ
イ
ン
ト
減
）と
、
一
四

カ
月
ぶ
り
に
低
下
し
た
」
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
、
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
評
価
し
た
。 

 

一
○
〜
一
二
月
期
は
、
①
九
月
に
行
わ
れ

た
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
雇
用
関
連
の

先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
が
五
五
・
九
と
一
四
カ
月

連
続
で
五
○
を
上
回
っ
た
②
日
銀
短
観
（
九

月
調
査
）
の
雇
用
人
員
判
断
予
測
Ｄ
Ｉ
（
一

二
月
、
過
剰
―
不
足
）
が
○
ポ
イ
ン
ト
と
前

回
（
六
月
調
査
）
を
四
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
人

員
過
剰
感
が
一
層
弱
ま
わ
っ
て
お
り
、
特
に

製
造
業
で
は
マ
イ
ナ
ス
一
ポ
イ
ン
ト
と
不
足

感
す
ら
あ
ら
わ
れ
て
い
る
―
―
こ
と
を
判
断

材
料
に
、
九
州
地
区
の
来
期
の
雇
用
情
勢
は

「
や
や
好
転
」
す
る
と
予
測
し
た
。 

　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　 

 

モ
ニ
タ
ー
登
録
機
関
は
、
全
部
で
九
研
究

機
関
。
北
か
ら
、
㈱
北
海
道
二
一
世
紀
総
合

研
究
所（
北
海
道
）、
青
森
公
立
大
学
地
域
研

究
セ
ン
タ
ー（
青
森
）、
財
団
法
人
常
陽
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー（
茨
城
）、
財
団
法
人
中
部
産

業
・
労
働
政
策
研
究
会（
愛
知
）、
財
団
法
人

北
陸
経
済
研
究
所（
富
山
）、
財
団
法
人
関
西

社
会
経
済
研
究
所（
大
阪
）、
社
団
法
人
中
国

地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー（
広
島
）、
四
国
経

済
連
合
会（
香
川
）、
財
団
法
人
九
州
経
済
調

査
協
会（
福
岡
）。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 




